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竹i伊豆にあ、ける訊［菜の変遷
「El林 1リj• 上野健一・入ケ鯰肌I~各
［はじめ に
伊豆T・,1:;jの礼H',→'.: ti、:/合:J.i/(i!i鳴 iこ、也まh, 礼［＜カヽ ら沿）'i郎、茅を始め，/11合・迫NiF1ヽ菜ヵ、活允に竹われ，
てさ芦/j;, l¥'JfJI: げて(11リ］在',-:.!、Jリj;こカノオ釣沖合I焦業がふえ退してから，）ミ,'i:や貝訊イ七ニビなどの枷/・J
j惰＇な ';<j象とする沿汀'./(且菜か主な訊'・菜I正巫IJとなった， rj1ても天草採阪がfof)i!Jj魚菜O),:1心てあり／虹
落もしくはか、 久糾合の I'I'.:;~や/Ilクじりによって得られた益金か，比治の経済を似かなものにしてし、た．
ごた沿)'i:li{,虹在はJ'!.と対依とした網囲菜か，共同作業！こよって行われてし、た． しかし第 2次大戦後1950
介代か,'_;0)出伯豆における都巾化 ・観光地化の影聾＇こよって，｛魚業も大きく変化すること！こなった ．
翡化久C')V;且や1f.i1,;k装(!/iとiH1.i」、の五代化，他i兄菜との労り）」の）羞合などがその例てある．
とこんて， 1)1旱・1勺，・、'iI}) {伍此や;1刊jj;こつ＼，、ての地J叩・:、Jこにす5ける系統的な（リrり［は，背野に よって始めら
れ，沖合・直汀':{i,1閉，｝し詔iか久， ＇，り）1的;/:、と し、 う3つの様式にそれぞ且主力を虹＜沿岸集落の類型化
とそじ）'f背， さら，、―リ、9、合ごとの(1{1_瓜活動の直し、0)攻囚分析が1iわれた11_ 足紹）Iは面伊頁の‘沿州集落
，こお：j・ ら L'及,;r,1.よi,T;,肋てある文咋丘J収と取りあけ，天草責加の分布とその変勁叫 天的魚仏叫叫聾化
と，｛叫、,')た山心｛りな分析し］こ''. さりに沿昇集治かそのJ闊位をど0)ように利）1して経栢活動を行って
さとか、'.,:l'G汀lず心ことこよって，1付伊豆0)沿罪り、！店の 1つの比木刑として， 目給真集と天草採坂を組
み合吐る白浜＇料農家をりし）、したい• このような｛洲先をふまえて，）、ビUJJI I・ 山叶、らによって，近イトの17]
伊豆リ）恨光地化；こt]J.しして半此半i,{i1,1Jとし、うンノ、テムを杓つ沿）『比洛がFf爺闘成されてし、＜過程か明ら
かiこさ汎， 店炒も他））(_; この及化iこ久l応してその形唖を変，こてゆく状況か分析さ、｝いたう）． この尼切
川 ・1本らによる研究仇，沿片＇集治 かそれをとりよく 山地と耕地，曲域か らの資源をし、かに利）廿して
li, 『i/ ノ、テ!、を形づくり，それがどのよう：こ変化してし、＜かとし、う生態 I『)アプローチをぶみたものて•
占り，農柑．＇・ぢc(J)就北枯＇戸むこ，{; 11して分析が進められた 本似告もこの力広を踏！麗して，主としてi魚業
訊幼の側血から心）いリ、，＇合の亥貌過打．をとらえようとする ．すなわち， ここては五りのi杓伊豆におげる
li『i化・観光地化の影呼がらよふ以前の（魚菜のエ態は＼．、かなるものてふり ，げ虹業がどのよう な訊業＿七
の位仙>と山めてし、たか，その後他J崖久とどのような，)J.',Jtl、と保って1紅菜が変化したかを分析・記収する
ことと目的とする．
の丈也の分折にあたって，その1J、j容を似も叶贔的に示す指肋iO)1つけ、，祖:'.投物の内容、およひ帆1.役
祐てあろう．そこて本・：'l!.t;-c:主， ぐ｝：ず明治期以降のi.r,'釦：＇りの責料を整理し，それに閃係する凱，生と企
陽，｛．（り菜竹， yfi,菜斎1岳設，労側UJなとを検討する． さらに乳忙菜活if)jを行う 主（木である漁家の動向に着目
する．すなわお漁瓜活動が湘．家の経梢活動の中てとのように位似づけらh,どのように他）茫菜と糾み
l・!UI低，i洵'")こ賑貪ヒンター 菜納 No.:3:.!3 
第1表 南伊豆の漁獲高と就業状態(1888年）
132 
魚 獲 吉/•a.I 
集 落 魚 類 イセエピ 貝 類 天 草 その他の海藻 合 計 就 業 状 態
円 （％） 円(%) 円（％） 円 （％） 円（％） 円 （％） 
白 浜 1, 760 (12. 7) 20 (0. 1) ゜ (0) 11,640 (83. 8) 471 (3. 4) 13,891(100.0) 農業六分， 採藻業二分五厘， 漁業一分五厘
須 崎 699 (14 2) 25 (0. 5) 204 (4. 1) 3, 600 (73. 1) 400 (8. 0) 4,928(100.0) 日本形水夫稼九分， 漁業五厘， 農業四厘， 商工業一厘
柿 崎 3, 758 (70. 5) 20 (0. 4) ゜ (0) 1, 500 (28. 1) 50 (1. 0) 5, 328 (100. O) 農業七分， 漁業三分
下 田 7,217 (90.2) 30 (0. 4) ゜ (0) ゜ (0) 750 (9. 4) 7,997(100 O) 淀泊船
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吉 佐 美 75 (79.0) 10 (10. 5) 10(10. 5) ゜ (0) ゜ (0) 95(100. 0) 股業 ヲ以テ本務トス故二古昔ヨリ漁業二付テハ最モ冷淡ナ
リ
田 牛 1,020 (32. 3) 200 (6. 3) 1,440 (45. 5) 400(12. 7) 100 (3. 2) 3, 160 (100. 0) 住民ノ業務ハ／幾漁相半ス
港 （湊） 10(100. O) ゜ (0) ゜ (0) ゜ (0) ゜ (0) 10(100. 0) 第
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手 石 453 (69. 6) 60 (9. 6) ゜ (0) 50 (8. O) 80(12. 8) 625(100. 0) 漁業六分， 船乗業三分旅業一分
下 流 863 (37.9) 60 (2. 6) 255(11. 2) 300(13. 2) 800 (35. 1) 2,278(100.0) 農業ヲ主トシテ漁業ハ生活ノ補ヒタルニ過キス
大 瀬 1,478 (82. 9) ゜ (0) 65 (3. 6) 50 (2. 8) 190(10. 7) 1, 783 (100. O) 股業六分漁業四分
長 津 呂 1,183 (81. 0) 150(10. 3) 106 (7. 3) 20 (1. 4) ゜ (0) 1, 459(100. 0) ／農業三分漁業三分ニシテ他ノ四分ハ回船其他継ノ為メニ利
益 ヲ得ルモノ トス
中 木 1,700 (88. 5) 120 (6. 3) 5 (0. 3) ゜ (0) 95 (4. 9) 1, 920(100. 0) 漁業五分， 股業四分， 雑商 ， 船宿ナラピニ出入船稼ヲ 一 分
トス
入 間 2,993 (80. 0) 30 (0. 8) 20 (0. 5) ゜ (0) 700(18. 7) 3, 743 (100. 0) 住民ノ業務ハ農業六分ヲ 占メ漁業 ハ四分二相当セリ
妻 良 3,913 (86. 7) 20 (0. 4) 25 (0. 6) 3 (0. 1) 550(12. 2) 4, 511 (100. 0) 住
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子 浦 4,640 (93. 9) 100 (2. O) 4 (0. 1) ゜ (0) 200 (4. 0) 4, 944(100. O) 住民ハ漁業三分農業四分職エー 分商業 二分ノ比例
伊 浜 250 (61. 0) ゜ (0) 25 (6. 1) ゜ (0) 135(32.9) 410(100. 0) 農業専
的
務ニテ生活ヲ営ム採藻 ハ股間二於テシ磯釣漁 ハ自用
ノ目 二過キス
合 計 31,994 (56. 0) 845 (1. 5) 2,159 (3. 8) 17,563(30. 8) 4,521 (7. 9) 57,082(100. O) 
A 只 蒔 涸 柿 圭 冷
資料 静岡県漁業組合取締所(1891) : 静岡県水産誌， 巻二， 75~129.
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合せられてきたかを検討する．そしてどのような就業上の特色を持つ漁家が，集落を構成してきたか
を明らかにする．その際，南伊豆の沿岸集落の中で現在最も漁業活動が活発な集落の 1つであり，か
つ南伊豆全体の漁業の変遷を知るのに適当と考えられる須崎の事例を取りあげながら分析を進める．
Il 伝統的な漁業（明治期）
n: -1. 沖合カツオ釣漁業
明治中期の南伊豆における漁業の状況は， r争岡県水産誌によって知られる豆この資料により 1888
年（明治21)の漁獲物を，集落ごとに整理したのが第 1表である． これによると白浜と須崎，下流，
田牛以外の集落では，全漁獲高の60,-.,.;90%が魚類からのものであった．魚類の中で最も重要であった
ものが，カツオであった. 1907年（明治40)に下田に発動機付漁船が現われるまでの櫓船時代には，
南伊豆に沖合カツオ釣船が存在していた．櫓船にとっては，漁場への近接性が最も有利な条件であっ
た7). 須崎と柿崎，下田，大瀬，中木，入間，妻良，子浦の集落では，カツオが全漁獲高の20,...,30%
を占めていた． この他に沖合漁業によるものとしては，イブ］やマグロがあった．
n: -2. 網漁業
カッォ以外の大部分の魚類は，各集落の地先で釣漁業や網漁業によって捕獲された．当時は多くの
サンマ アジ
種類の釣漁業や網漁業がみられた（第 2表）． 中でも鰈網や撤餌曳網，捧受網，掲操網，饂敷網によ
る漁が多くの集落で行われていたが，特に大瀬から子浦・伊浜に至る南伊豆西部の諸集落では，網漁
が活発であった．その操業は数名から数10名が参加する共同作業によって行われ，大規模なものとし
第2表 南伊豆の網漁業 (1888年）
翠網 細網誓豚裔網り網 1鷹網 盟網 鯛網 喜羹 1鯨網 玉畠 旦儡 ; 温 ~畠 1 篇ぢ 網悶 塁網 砿素 畠巾琶克網網掬 計合
白浜 I I 13 1s 
須崎 7 3 10 
柿崎 10 15 4 6 35 
下田 1 3 I 36 I 36 79 
吉佐美 5 ! 5 
田牛 l 2 6 
港（湊）
手石 i I 4 1 5 
下流 1 : I 2 s 10 
大瀬 1 4 2 : 1 s I 4 2 1 4 26 
長津呂 1 i 1 / 2 1 5 
中木 6 6 2 i 6 1 6 27 
入間 1114' 822 114 1 4434 
妻良 1 2 1 18 2 4 1 8 18 10 65 
子浦 1 1 2 1 1 4 1 1 5 14 31 
伊浜
合計 1 4 3 4 7 8 11 1 8 20 351 
資料 静岡県漁業組合取締所 (1891): 静岡県水産誌，巻二， p.p. 75,._,129. 
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ては，集落のすべての世帯からの出役が義務づけられていた村網（大網ともいう）があった．地曳網
ポ9
や饂網，鯨網，揺網がこれに相当した．村網の利益は，網や網船の維持費を除いて，集落の構成世帯
もしくは操業参加者に平等に杞分されたたとえば，大瀬では錮網や饂網による水揚は， 110等分さ
れることになっており，それぞれを 1代とよんだ. 13代が12隻の船の提供者に， 80代が集落を構成す
る80の世幣に， 1代ずつが世話人と魚見人に配分され，残りは集落の財産として貯蓄された豆柿崎に
おける地曳網の場合には，水揚の半分を網代として集落が確保し，残りが操業者に平等に配分された．
Il-3. 天草漁業とアワビ漁業
全漁獲麻に占める魚類の比重が低かった白浜と須崎では，天草が全漁獲高の 70-80%を占めてい
た．白浜では1670年頃から天草は田畑の肥料として採取されていたが， 1823年（文政 6)に至って寒
天原料としての採取が始められた． しかし白浜地先は水野出羽守の御手浦となり，下田町商人綿屋吉
兵衛が採取販売を請負い，白浜住民は肥料代金の下付を受けるようになったり 1872年（明治 5)に
白浜村は当時の県令・柏木忠俊より天草採取権を取得し，漁業権を共有財産としたIO). 1887年（明治
20)には天草売上金は，不動産所有者に 4分， 戸数割に 6分の比率で配分されたが， 1891年（明治
24)以降平均割と改められた. 1890年（明治23)頃には，白浜で 150人程度（見習いを含めると 450
人）の禅女が操業にあたっていた．須崎においても， 1890年（明治23)頃には， 182人の操業者がい
た． この当時は，南伊豆で天草採取が漁業の中心であったのはこの 2つの集落にすぎなかった．
これに対して田牛はアワビ採取が漁業の中心である集落であったllJ. この集落のアワビ採取の歴史
は古く）寛文年間 (1661,._,1672年）までさかのぽることができるという 12). 藩政期には代官江川氏か
ら特許を得た諮負人が，アワビ漁業経営を独占し，幕府に運上金を納めていた．この状態は実質的に
は， 1900年（明治33)にアワビ処置権が渡辺脱次郎によって田牛区に返還されるまで続いた．
田牛のアワビの採取拉が急速に伸びたのは， 1883年（明治 16)に潜水器が導入されてからであっ
た．それまでは面女による採取が行われていた. 1884年（明治17)の記録によると13¥その産額は2
台の溶水器で 98,192kgに達した． この年の洵女の採取量は， 6,695 kgであった． その後，潜水器
の台数は，乱獲を防ぐための農商務省の通達もあ （万kg)
15 
って 2台に限られたが14), この 2台の操業でアワ
ビの総採坂拙の80.....,95%を占めた. 1883年（明治
16)には 131,250kgという漁獲高を記録したが，
その後3,800kg前後に減少し，さらに1900年（明
治33)からは 3,750,..,.1, 250 kg と最盛期の10分
の1程度になった（第 1図）．そして，ついに1902
年（明治35)には，休漁せざるをえない状況に至
った．効率的な潜水器の遠入は，限られた地先漁
掲内のアワビ資源の枯渇をひきおこした. 1903年
（明治36)以降アワビの漁獲高は 4,00,..,.7, 000 
l屯程度にとどまり， 田牛の漁業の中心は須崎の
1~ 総漁｝輯（内訳不明の場合）［口攣旦l悶翡駄
??
1910T年）
第 1図 田牛におけるアワビの漁獲量
(183,._,1912年）
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かっ二乃：：、『!i只1「てもり， i仄綺Hヵ‘こ，1し：二次し、と. T青者の｝崖額!・t180,529 I―Jであり， 悛げ
161、幻lI 1て匂り） ；ー）ーしぞ且l」の給げ且獲昌Jの92.9c; もと 89.8%~ と占めfこ. l! 1ご
ここ号｀ こら1!しる］」ll!Hても， 文r¥'i:t、一仝訊け叫りの89.6%左.I~! めて＼、た． ［「l1: てのアワ
-(、，')ぶりり{(:1::t_·~~{~~O) 2. (うり0: こずぎ吹く左った． その他，
ても55.8位を占めfこ．
1位を占めjご下1日1廿［の場合，柏生｝睾川周辺
-:tに行って＼，ヽ 土． 主fこ
げえヵ｀＼，沿J/20 kmぐらし、主て
してし、た． なぢこの切ても，間］‘、合期に ~1ゞげると
られノた
刺網，
） "~ 
,、-
1901;1:-(I]) N:;-34) iこ
ャ~6?
???
を占め
した
も多
の71.3%, 
下II;、青1、]や伊
ぁ
工るものであった．その
り） で：主，多く
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]1-3. 
＇とむかえたこの I、j=Ji)]の もしくは1ヽ］や区が直蚊1」う !'I
った白浜と珀1;,j-で i'J
白』了、て(t、190:2年.(叫沿35)
して＼ゾ［かっ fこ 20)•
0) j' -,: 『）jー 式て::主， 紐
され） lリ）役ぢよ
のエ布に貸付げるm仄り方式の 2つがあっ亡．
りも;hてし、た他は， 訓元り方式が採）1されてし、
唸：日 (1りとする;in『」叫i:n」
るように吹っこ これは抑，又；人の公布に撃づくものて，エ質的にはそ九以1ifか
してしげこ． しかし1891,;I:・(明沿24)にげt6ヶ年の炭約でi『IJ化りを行った記録かあり， I'! 
てあっ］こえめ，その
,-、)- ,__ ,;],_ 
I'-l".) 7~ つ I'-.
工び分家し左ら 0):こつし、てしt5年以」ー＾
か他llfl 、l へ筐I 〗\:こ竹くこと力：兄じられて＼ヽ；）こ~I). この ~-~II『,
, :~t lJ、|、 O)j質州1-'や 1\リL 』in~と）I]し、／｀ズ＇ンカ o)3 H幻'[o)
ら{lで＼、こ． ；＇（｛、1})、ことの位〗｝、；~·:良(J、決ってし、て， 厨而女(;J:、6
(10~:27rn), ・cンカ戸10尋 (18rn) て-1~~x;ずることになってぢり，
し｝
l ／＇ ‘一 9
よる j'J
てあっ fこ． 、連‘・訊の方J:j-(文村会
られ，他Il・［村から
ることかてぎた．採翫J[Jj! こ(t白浜 0)
は主として辛リ而女と阪（樽）
J: って採取され，滑水閤｝の仕FIJは繁じ
(lOm) ， 辛リ 1m女は 6~
ギリ汀且女の面域へ， ギリ
ンカ・o)
jj:.::jf:11~ され之
へ入ることがてきた三
化I]r'! り：こり、{'1ifO 1'i ¥、
咋の訃全： :~, l 9 1-,; j". ()< f :3) 主て (3分な’
；こ.El:=iイj'.()くIr11) カヽ ら（よ車勺",1;:1Jを 8分にした力;, (lir]和 9) までは 2分
さ且た初が支払われた．天
り入九ら九
て村費をま
か立1.', j、]悦(})汲収をし左かっ fご~:n_ 19:20年（大 l「9)切！こ［土，
し，そリ）団益令 0)8分か+tIC: tこ配分さ九，その韻!;t 1戸あfこり
旦翫力：:, 1 n 2 ~ :3「]の収入があった2凡 こり）ような国門
り， (1i仄H:こ木［］ぢ，J:びぷ）.:; を1Jし， そ0)
たり仄 1いJf『〗し、（翫そうじ，天草丁畠つくり）に
人：li, :20年を賢て 1人］］りとなり，他lJ月からの
だ臼｝．このよう：こ「1位；方式1/;『、，天亨の仄収から近別改旦
の;〉(1_1叫凸f;J:、 15万 ~18 万 F9
200 ITJ以上てあった．さら
戸数間1只があ
られた．分家した
つ
て半
て平）¥ T1iL 30年を経て 1人前となっ
まての一切を，いと打尺が行うもの
ナヽつ,~.
これふこ人」して ）?
、 ?
合や甘か
を以り扱うらのてあった. 1924年（大i「1:3)の「I]牛の場合ては，廿l
10月：n日主てo)JJIド], ・1、!Tll!」此ケ爪の小汽叫l且次□6, so I―I―] O)lfiJ代全で天1¥'(0)
らの文信の買』Ciり価柏や仄阪内への支払jtJ]「I, アワビの
苫び）操〗13而域吹どが国帆ごれ、てし、た．
から までの
が 4YJ 1「1-/J、ら
貸付けた~G).
板而女と平
する
ぢ<, I琺，'.f按］、落や尻州，：い！庄などの洵女左囚う場合もあった. IJVドでは天1'ドの他にアワビやザ
「｀エ， ワカメ加どの筐』菜枠もそ九ぞ且別の〗~苫：こ貸付げら 1いたが，天信の汀!J代土か以も〖り<, 1924年—
??
第3表 南伊豆の漁獲高と就業状態 (1918年）
漁 獲 高
町 村（集落） 魚 類 イセエピ 貝 類 天 草 その他の海藻 合 計 就 業 状 態
円 （％） 円 （％） 円（％） 円 （％） 円 （％） 円 （％） 
臼 浜 （白浜） 9,242 (4. 8) 1,500 (0. 7) 497(0.3) 180,529(92.9) 2, 594 (1. 3) 194, 362 (100. O) 農業本位ニシテ漁業ハ睾口兼業ナリ
浜（須崎，外浦，柿崎崎） 
8,130 (4.5) 9,250 (5. 1) 161, 554(89. 8) 1, 164 (O. 6) 180,098(100.0) 農龍業及漁網営業ノ業兼業ニシテ石花菜採取時ノ外
ハ蝦及漁 二従事シテ余裕ナシ漁業及
農業ヲ ムニ到リ
下 田（下13) 72,600 (92. 1) 1,180 (1. 5) 1, 119 (1. 5) 1,000 (1. 3) 2,870 (3. 6) 78, 849 (100. 0) 古来客漁業嗜ルヲ業営メリト雖モ,1内多クハ寄港船
ヲ トス ニ重キヲ置キタリシヲ以テ沿
岸小発釣ノ ハサリシカ近年大イニ面目ヲ
改メ展 二進ミッツアリ
朝 日 400 (0. 5) 2,000 (2. 4) 2, 180(2. 6) 74,800(89.6) 4,063 (4 9) 83,443(100.0) 農業美業本主位ニシテ漁業微ハ副業ナリナ（田リ牛）（ 股佐
（田牛，吉佐美） ） ヲ トシ漁業ハ々タルモノ 告
竹
（湊， 手石麻） 
309 (0. 8) 940 (2. 6) 408(1. 1) 20,250(55.8) 14,442(39. 7) 36, 349 (100. O) 農業七分業ナルヲ以業テ生活ハ良農好ナルモノニ
シテ業副 タル漁 二依リ（湊） 業（本手位ニシ
テ漁 トシテ見ルベキモノナシ 石）
南（下流，大瀬，長津呂崎） 
24,480(43. 2) 1,512 (2. 7) 1,050 (1. 9) 27,500 (48. 5) 2,105 (3. 7) 56,647(100.0) 農業兼ヲ主業（J七分） トシ天，（下草半流農，）禍布皆農，飽業漁業ヲ 業 二悶分） トスル ， ヲ主
トシ業漁 ヲ 津（大呂瀬）） 半漁ニシテ他
ノ副ナシ
（中木， 入間坂） 
420 (1. 3) 3,600 (11. 5) 2,250 (7. 2) 22, 400 (71. 3) 2,720 (8. 7) 31,390 (100. 0) 農業本位ニシテ漁業ハ兼業ナル
直＝良子浦，伊浜浜） 
12,471 (8. 0) 7,500 (4.8) 400(2. 6) 1, 620 (10. 4) 350 (2. 2) 22, 341 (100. O) 全村農業ニシテ漁業ハ副業 1、シテ農間二営
ムニスキス
合 計 128,052(18. 7) 27,482 (4.0) 7, 984(1. 2) 489, 653(71. 7) 30,308 (4.4) 683,479 (100. 0) 
I 
?
?
? ????
資料 静岡県水産試験場 (1920): 漁村調査報告書.252p. 
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（大iLU) から19:35年 (1召和10) まてのよ仏ては，天位の場合 3,000-8, 000 円，アワヒとナサエの
場合 l,SOO<l, 000円程度てあった．叫んりによる益金は，必裳経費を,JIし、た後， 11111の66戸の本戸
に配分さ iしに. 19:31年（昭和（う）の例によると，叫代土の(jQ{/r;か本戸に配分さ）1,, :~os,;; を忙立金， 15
％を翌什鉗越令', 5%をi曹:lf牧助費とされた．本戸以外の分ぷや他地区からの伝人打：ふ屁業に参加
して〉；・1¥1:t、得ることができて 出， 一般配‘りを'2げること｛よてきなかった．
11-:L Tn'l'・i,1.1t1J 
地先，＇）りJTJl州場は虹沿（「民の総灯財P『と名えられたため，そこからの天信平lj益（よ， !'.I'. 竺；方式の場合
てもりiんり）J式のJ砂合でも，虹沿を1州＼成する Jit-,'l¥,こ、F等に配けされるのかたてまえてあった． しかし
鼠叫しに約 1り児,tからの刊益を；,: 又するため；こは，蔽 しし 、資格か必裳てあっ立． このような資格を得
るためこ：t, 比洛のさまざまな共詞休伯規；1;]'. と受けなけれはならなかった．丈i¥'.i:;焦久のみならず，詞
乳I菜や丘具・採泌炭i，菜，こお‘し、ても ，」I,:l'i]休!'Iりな:J,!i';i囚動が）よ木てあり， このことか.'./、/合を桃成するそ
れそれ(!)1:-,'i¥ !})就瓜耕改しや化i,1;のリスム，と匝i—化する慟きを片ってし、た ．
とこらてEH8;!'・(J、:1.: 7) ; こお：ナるそれぞれのIIJjぶこおげる収入',LI]合を見ると（第 3表），依然とし
て農久：こ人き：［ウニイトか!1'砂叫してし、たことか知ら、｝しる． しかし， 1933年（昭和 8) になると， 白浜
H, 瓜1、1,HJ, !-'Il町て：)・, l]o)応怠什Ji『額、―,1:iめるif/i_;;O)屹頷が必半とばり， i紅久の地位力）臼上したこ
ど力、明 ら］、てふる（勾4人）． 合、ilぞれのHて：:t' 農林水咋菜力、主疫な酋菜てあり ，半瓜［半，；州の性格
、う及ら/L ,'ヽ:. l-! 悶'!':/i、l、jを1髯成する 11、;1: もそ，itぞ),1,半良半加、り）就又構．、］位をもっており， も内菜的
: =ー，｝：っーごidう、！しってし、f、:：}っ：ナ Tこ＇｛よ；'tカ'')iこ．
':[¥1}< ;'.:(HJ; こぢ：tる各ilj:jv)・;.f, (193ふ；j) 
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f'.i'l!・ iり1'i':,}l (」935): (H弓・1,」,~i こ 1/, ける，（り I」の池]11[学的{i)f究第— - w
一；'i分沖びiこ辿；Y: 侑‘侶；＇ぅ恨狐 j也！こ員，て (it三）．！也‘一名：雑心， 47(11). 539~552. 
,'J 朋y~団f'I;(1937) : iJIi、!'(¥!こij'.ミ！ナるi¥lすのj也即・Ii'lJ研究 第 -_・・ヤIi
ー冗，作ー・角又！こ,;:tて一―-(JIミ―). 池学雑，しL;. 49 (5), 227~237. 
JV 近年における漁業の変化
I¥'-1 祈i_((_;菜し人の成立と 1%0打代主ての（伯菜
19491(: こ公布された新爪菜山こよって， これまての地先:WJ「Ii.魚菜4行と i\別加業楕ぱ，祈たこ共同 /i:•.
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〗け布に再編され，, 'I贋行専用 t魚業椛は廃止された． しかし地先汁，';(場の伝統的独占的使用は弐質的に変化
せず， 将砂笈物の内容にもとりたてて変化はなかった．ただし地先専）］」沌澤椛と肌行l、t;.)I月化が同--の地
先くこ別々に設ぷされていた白浜の場合や， 隣核する 2つの集沿が入合¢且場として，1闘行―fl/JTj/魚業権を杜
ってし、た―I、流と大氾'[, 大泊！と長律呂（石廊i奇）， 入間と瓦良，
の廃止により， 多少の心場の虻化があっ芦 しかし，後名の場合ては、，
子/ilと伊板の場合に！土・1n行Iり）Tl i飢菜権
閲係のある 2つの比治が現在
でも孔,J企場1人jに入会柏1,/―翌を設よし，従来とほほ'.I五H記こi魚場を利用してし、る． 概略的にはそれぞれ0)
凡落の地．クし凡場の；i直佃：こ変化はなく ， kl『i砂}iJ、1,00011111、JタトO)れ1,:且 u'l~: 翡if~と十'{-:iも0)でiもる （第 2区I-
B). また新柏l菜法によって， 面伊豆の大沿分の集冶て行わ、iしてし、た油元りか繁1・され， 柑，I,菜協同糾
合や;j:j'/こよる i'I,訂，方式に笈わった，
ところで， 1954年のそれぞ、l1.の比落に芦ける爪殴高，とみると，依然として天草が最もr1炭な池役物
であったことがわかる（第 3図）． しかし仝柑憎汀，］に占めるその内I]合は，白翫と宴良， 子りiを除くと
30~50%くこすぎず， イ七工ビや貝¥類0)(魚般が伸びた．一ートflて（ま1:-「l料りを1店地として沖介 ・辿袢悦業の
発辻がみられ， 立良・子油ては小聖巫if)'網や張網による柑遵いこ!Jilえて， 曳縄 ・ 一•本釣などの沖合漁業
がみられるようこなった．
られる．
しかし仝般的にぱ，昭和初期からの状況がこの頃まて讃紐してし、たと考え
1950年代後斗＇に始まる「 fW噂．．の観光地化・ ri1;in化ぱ， 1%1年の伊豆．急の開通を哭恨に急速こ巡み，
就菜I衷会の培大：ま従米の半農半泊'.Hとしての南伊豆の沿且・比治のLJiHIを一笈させるようになっに．
¥―1-2 
? ???
?
???ー の哀退
最，；巳こhげる泊豆位物の亥化の中て：合し＼、のは， 天虹の減少てもり ，こhiこ文jして 1、IlI L て：〖印克j'[IJ)
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櫛/Jlhヽ,. ゞ みら、)1,,
か！廿徴I『Jてある
因！よその価格の低さであっに，
での間， 1971什.r:こ10kg iも吠こり 7,000Iり台fこなった
のを除くと，
~-,_・
印炉豆Ill]てい［貝いとイセニヒのW:JJII
（第 /11えI). 天1¥'i:(J) ¥{退 O)lつの原
1%811 !J, ら1969り・．ま
10 kg度ぅiこり ',-;r,にこ；：3,000円Iり後であっ
まiに天草/1,業者の他,t菜への転菜や-:,jぶ）など
の収仇の畠し、；イ,:,_菜への転換が名えられる．
附舒;r.- 1) ヽ)~
囚となった，
I)、i兄な ,j、し、｝こものであるカヽ ，
計；j, 閤：-'?m1 >;j
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とを応味 してし、る． したがって一度天草採取が縮小した集落では，それを復活させることが非＇常に困
難となっ てし、る．
l¥「-3. i魚江0)窒化と対且業装仙の、直代化
1955年削後から，共同作気を品Mtとした網i魚業は徐々に消滅して＼、‘った．石廊崎における網が紅業0)
批移をみる と，四飩弧網，棒受網は1950年代後半に消滅し， タカベ刺網，［端敷網もなくなった． 磯建
網!魚業の場合，その網を比沿が保右．こしてし、るが）1曼業は1960年煩から叶！止さ九ており） 、（靡敷網も労嶋
力不足て、i王訂；に支I闘',:'.ときたすよ 〉（こな ってし、る．白瓜，IL 1い柿崎， 古佐〗：り）地曳網らなく立り， 大
泊1における四罰弧網ら 1:/:1 ./トされた．
網漁菜の哀此こ文寸して'{l,l'l_菜装仙を近代化し効率をあけてし、る欠棒沌業や一木釣）曳縄漁菜か発）設
してきた． これは主に1魚船の動））化によって実現されたものであった27). f甘伊豆では，召[i奇，下EB,
妻良な どで，沖合が息業がみられる、が， その他の虹落ても少数ながら沖合汁正応こ従市する I、り業的挽家が
育ちつつある．
i笥易潜水詞}の崎入iこよっ て近代化カヽ逆められた． このこと［；：：従来の共同休(!賛IJ奇版によ
る砂記裳活動が加 炭し） ¥り業的乳几家に以菜のrj:1心か移る ことえ心味した.1952; トに須,裔とfi行］応こ箇易潜
水器が導入苔れ，面伊豆の各虹落がこれに紐し、た． 白浜では［角江の規制が続 tヽ；1-,.: ため1962年になって
ようやく 8台の箇易沿水乳怜が尊入された28). 1963年に且20合；こ， Fl641「こは:32台；こ培加 し， これに伴
し、ギリ洵：女 とマ ンガ祖豆j-汀主'i胄滅しt.:. 1972年しこぢけ る(1爪原ITIで1よ， 1 6 台の箇 易汎•水閤点；こよって，仝
天草危額の73rfoがあ庁ら九た．
lV-4. 、；魚業の地位の低下
他砂業の拡大により， t州業の地位は相対的に低下してし、る'-ド!{I市街地 ての就業槻公の堺）くに伴う
通勁ラ者のt1:り加ば，若年）門を中心にげ息業からの胄lU悦左ひきおこして＼，ヽる ．かつてはyjiJ女と して汁虹化の担
し、手であった女性｛主，氏けりや元）ti ' ・食りド の経＇営者と なっにり， 1~·「n『(T街地を I[i心としたホ テルや｝尉崩
の従菜員に衣るも のが多く欠っ え~ ド田市の砂孔業人「1エ） 1960年にば760人てあり， うち男ゼj:_454人）
女性 286人であったが， 1970向にげ、そ九ぞれ 444人，88人へと減少し， 1975年には男性が 374人，女
性か71人となった• これにより女性．の械少率が著 し＼、ヽこと がわかる
近年の杓砂幻＇：」をみると） 資加の変軌 市場価格の変化によって， 各年の漁般闘は安定 してしりなし、
が，一般的には総祖遵匂:;vま徐 ：々こ培1)1して¥,ヽる ． しかし他庁業の急l放な拡大によっ て） 、集落の収入源
としての‘；魚業の地位（文低下しこ 一方） 1魚般汀O)J許!Jlに対してi/れ家｛ま械少してぢり） これiま［角
りの生附額が玲＇｛加し たことを示 して ＼．ヽる ． 訊(1、島の広さは変化せずその予訂原いにも限笈がある と
ば，t焦業装仙の近代化による）月所）り「l崖ゼLの上昇は， '.¥jJ'定の内菜化j{、州家の王製性が高く なって＼，ヽる こと
を示す． ＼り累i'加＇虹家は ，年間な泊じて収益性の高い廿乱業種を組み合せ，他陀業の就業者以上の収入を
あげて＼ヽる． このような具枠例を次に須]¥I益の事例で明らかにする
団(JI豆における罰業の変造 (!Tl林 ・上野 ・久ケ紺，i) 143 
v 須崎の事例
¥'-1. 明治 ・大JIー．期の1賃業
明治期における召訊1/.j:こは，瀦政聞からの伝統て 4~5人の回りi}災者かおりが'1, 虹沿の多くの占年が
船員として記われてし、た，IJ)]i和-i,期の加l府の収入';ilj合をみると， ft)介員によるものか90%, i在1,]、から 5
％，農文から 5% とし、う壮態てあった30). このことから，当聞の船員の給りがリ、落の収入加の1:/1て‘し、
かに重恢Iは地位を占めてし、たかかわかる:in_
さらにこの比］合は， 1竹伊豆にぢける如'・i1州地の］．つてあったに以東行船0))孤行造として栄え，倅泊
船数は最多11s-c30~4o恥このほり ，船宿も10車Iあった叫 しかし汽船0)訊航や棗而迅本線の仝心によ
り，明泊末期には凪・f、'{i悲としての槻能は失われた．明治期から大正期にかけて，多J[Jli{,'fては多くの青年
か船員として出かせぎをしたり，）直＼待湛0)晶施設からの収入があったため，1魚業は不振て， しかも老
年・幼年）<?iおよひ女fか累す役;i1)が大きかった．
叫冶,1鳴l、'，こ（よ，抑1/,J'て1主天，＇，’研虻業が飢も重娑てあり，その
他には冬手のイ七エヒ刺網泊:i.応，イカの一木釣などヵ;1-1,心
（加'.几瓜訊動てあった 1888年（明治21) の位且位高をみると，
］』＇［か :i,<iOO l'Jて紐(1.'位：高0)74.1況を,1iめ，その他の而泌
類，且・イ・ヒュ：・ヒ煩を食めると87.1%に辻した（第 6表）．
魚屈ば伸＇姐こそ多かった力＇， わずかに12.~Vio てあった ． こ
0)肛'/1(,j'.:、その後も秋うしき， 1921年：(A: 1UO)からlCJ:25年（大止
1'1): こ，:.:、人，ドが70~80%, 角閃nは10%前後を I ~I め るにすき
ばかった：ぃ． 珀綺て；t ifl.迎業力、不枷となった明治よ期か
ら，天 1'/1か集治の収人の中心となってし、った:J.1>_ 1914年
（ブ、i:3)に：ま前年まて行われてし、た＇り Ii売りに代って，集
沼0)1・; 月による）-_:i','(if!1, 累／）、始まった．
¥―-'2. I/{不I初年から第 2次恨界大戦まての枷業
大止人間こ小刑の焼玉エ//ン（石油発動機）が迎入さ
れた.1/J和初年4こは 6~ 7 t級の罰船が 4~ 5隻あり， こ
の漁船所li名ぱ，夏季にはリし、マグロ曳紐凡業を，冬季にぱ
夜イカ漁業を行った，｛伯船の勁力化により無凪ても授業が
可能となったため， マクロ漁業への出仇者は増加し，他町
村からの中古船の）Ii屑入により，動力船ぱ年 1~ 2隻 ずつ増
加した． しかし機関士の不足という 1:1題もあり， 1935年
（昭和10)に杢っても10隻程度てあった．
漁船の動力化が進み，魚類の漁胞が徐々に1粋加するに伴
＼、，天章の札1刈的比重は低下する傾r:,1がみられ，紐,wょ狐高
第 6表 多且1均0)f(t,、i災n c1sssi1 ) 
・<,l'i-. 類 I，~ 金 ,i,,巧, 
--. ・---―-------- - - - -・ 
1リ (%) 
イ 力 180 (3. 7)
し→ヽ ク 口 142 (2 9) 
力 ツ オ 130 (2 7) 
伍 i;・ ＇） 27 (0 6) 
ノI 27 (0 6) 
サ ノ< 22 (0 5) 
ウ ヅ ロ 20 (0 4) 
ア ン"／ 20 (0 4) 
I ; 力 'ーノ" ,-・ ¥ 17 (O 3) 
メ クゞ ,.I ' 17 (0 3) 
類 イ ワ シ l 15 (0 3) 
7 (0 1) 
7 (0 1) 
6:31 (12 9) 
(74. 1)
i/tj カジ メ 197 (4. l)
藻 i＇； ア ワ ピ 184 (3. 8)
類 ワカメ 100 (2. l) 
貝ヒジキ 53 (1. 1) 
類 ノ '! 50 (1. O) 
サザ工 20 (0 4) 
• -ー ・"-• --・-- -
イセエヒ 25 (0 5) 
合計 i4,860 (100 O) 
-・ -—とー-- - -··•-一·- -- ..  -. . 一—-- --・ ---— -・ — 
資料. i'浄岡限沢菜組合取締iJ1(1891) 伯I
悩］県水尻，；t巻二 84~8li. 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 
［ニコ天j','•. ワカメ巳三三口、行， J'(t 
エビ 区:a2allJi! 亡ニコその他
107,274I・'l 
109,9191'I 
92,8931' 
97,1471'1 
465,559「'"J
2,674.7JJl'I 
符'(51'又I 、;J/此',iこおける培判'j:;j(l)Jli移 (l912~J954lj, , 属人）
貨平l . ト「!IiJ,f,:1.lis禎綺之1dif礼孔；賃ltl行斗f
第;7表 須！崎．芯ける）く)',『益府の一船配当
文払方訊 10-10:1 (l!({15) 1941 !J:(ii/W,) 1942q (i!,'l17) 
-・---一今・- • ―-・・ ー一-~ -ー . 
·•,,ソ·,L , 豆こ zoo 円 90 90 
小 l;JJ 手 '260 100 JOO 
1L'i 必~ 20 :30 JO 
i1;'J, ヽ 忍し 微 jl'・ヘI ， ＇ 20 
h、 ,:I 480 2且0 2』0, ,
l 94J1f: (/1/18) 
120 
300 
30 
150 
fi'+ JHこ,_,;花:f((l)1:1 .iL'!こよ"・'.
に対ずる）,)': しの』lj臼は50%袖後となった（第 5図）， ヌ(;/しても天草採坂か須Ii店のi仇業の中心てあった
こと，こば変らなかった.1({和初期，こおし、ては，天草収益の約50%が利益配当として，須崎の各戸へ支
給さ）しに当!l.'J天摯採JIふ名か 150F'迅1良の水揚を行ったのに対して，各戸への一般配当は200~270円
こ迂した.19110年に咋‘．っても 200~500円程良のi'兄当があった（第 7表），このような一般1配当を受け
る．＇資格は，絃しし、ものてあり，本戸に限られてし、た％）．新たに分家した世州は，白分名儀の土地を持
ち，15年間1文役に本（上 しなけ杜は， 木戸と同的の資格を得ら、iしなかったHll_ 他集姑からの転人批翡
は，天革利益配当の資格を得るため（こ40年を皮した. l年の多くの期1廿l集治を離れる船員は，家屋
を他人に1!_[、fl・て貸し，そのかわりに区役の義務を果してもら＼、，組合員としての負格を糾持する場合
も多くみられた．
入草につし、てワカメか1944年 (I(]和19) まて第 2位の他股高を示し，次し、てイセエ ヒのも由獲か多か
った./![J(jQ摩網は 6月 1I」から10月31Flまて，アンやムノなとを対象と して集、角燦を用いて夜間に行
われた， 3り長の四穀弧網か 1Sl40年 (lr:i和15)切にはあり，約 30隻か性業に参加した．その他に棒受
網仰，アシ ・；、ツ受網泊』が行われてし、た．
＼噂 第ニ次IL界大戦後におけるi?t.梨の変化
南{Jl:S,に;うける礁菜の変迷 (II!ヽJ. I』1r・矢ケ的）
第2次大戦後，共団作業をは礎とした社砂'fしば減少してし、った.1索受網，四的張詞，
145 
イサキ寮網， ?
ジ＇ムノ叉網なとは姿を泊し， 辿し，ヽ込み網［いも良退した~ 詞砂,:』の以退の第一の」用由は，忙i;;1旦Ii履7.(1_0) 
戚少てある． またこれに加えて， 1950ij・： 代後y.からそ，｝しまて半農'I五：化の訊業状帳て、類似の•性格を持っ
てし‘↑~111:-:\: カ、ク｝ィヒし，経済 I、内に効率の低し、共 1ぃl 竹菜に参加することかI~廿＇』になったこともある ．
1950 '< ト ( ~までは天.,れが仝泊逍0)50%T]り後を占め， 依然としてその」し重は大きかったか，1950年切に
は;);),『iぶJI丈/'r0))J /Jサ1:1丸Ji'.10応こi'/Jより，一ー翡及l庁じi'{i(j:け丘JIさJした．さらに1952年には罰易沿水：器が須崎に
羞人さjし，こjし立て）；婦て以業にあたってし、た料噂))女（キリ ifJ-久）が消滅した．集治の多くの他：什が，
沖悔如伯仏や樽祈砂、漁仏によって）di'叫事に参加 してし、←にそ汎まての状況が，詔渇冶水沿とし、う効碕：
の ;~~し況叫よを用＼，ヽる'.')業的i角家を,1,心とした大双採Jiえに変化してし、 った．
さらに第 2次¥I:界大戦後， ン一七ルエンジ｀ノが普及し，楼L¥りの小堕化か進み，連伝が容易にな り，
を0)糾瓜狛1:,rにおける動）））沿力‘、J許）)iした．
1955イ1,:こ：よ動））船:n隻，飢〔重り））位j什Ul.りこ，
1948年に1主動力船12星
1965年；こ：よ炒））船116隻，
無動力船 162旦てあったものが，
伽励）」船15隻となった． i. 飢船の勁
力化：こよ り， 九詞i!1_場の外ての的几O)帆成が増加し始め， 1954年に（主飢類が全煎疫の17.9%を占める
よう；こなっ た．中ても イカか平成てあった．1961年から1963年まての角類の水揚芦りをみると， 約50%
がイカの • 本的に よるものであった．第 2次大戦後1950年切までは役イカ；魚が行われたが， 1950年代
後Tt1、ら1%0年（＼後‘『 まてのイ カ乳りの)1文悩間は、 9
、'ン, ,ヽ
象こしただ怜泊！業•やフリ・カノオを刈依 とした文翻‘｛角業も ，
且ィブ） ，と文l集と したものてあった．またカジキを対
1950年代後・、「か らその爪四性がi岱くなっ
てきにのてあった． この文怜符I・文の島介，1%7年にカノ斗を感虚死させる霞撃沿 人されて， '・lこでもプIヒ勺2
第8人 虹且1,'jに:;;j'へ） M五の ·,,j(~j•,，ヽJの文fl(属人）
．一ー
イセ エヒ
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「・f'J
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・ー ・..-~ ・. • • . -
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li:l, ti98 5, lil5 7, 67~ '.! 、l,1ぅ (i5 8, JS,1 105,426 52, i I :l 2, fi99 1,080 1.58, 072 13,1, 247 (47 8) ! (5 8) (6 1) (39 5) (0 8) (100 0) 
77、:3:i46,7ti9 10,744 4,:lcl2 2,ti81i 12'1,25:l 38,770 U,641 4,620 570,194 13:l.774 
(57 8) (8 0) (1. 7) (29 O)、 (3.5), (JOO 0) 
110、J52 5,378 lふCifii:17,393 7,977 163,078 28,078 3,2<i3 2,077, 7G7,830 Hil.950 
(li8 l) (8 4)i (4. 9) (17 3) (1. 3): (100 0) 
99,124 4,679 15,702 3:3,225 17,018: 385,161. 44,440 3,673 2,646'670,351 178,930 
(554) (83) (95)' (248)i (15)1 (1000 
1974 222,-11i0 151i.OCJ3 5,:l77 18,173 2Ci,8!i(i Hi,i,89 :l'.H,851 29,997 :J,358 2,G87 592,912 2'.1,(i:-l9 
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しく向上しこ 1960年代後半からのイカ｀ 凡＇』の↑」）只によって， この突棒漁業が須崎泣業の I中心にな
りつつある．
???
頒1府の
さ，iしる．
1960年旦［に大き立転槻を追えた．そ九は天崖こ代って，凡類の比直が高まったこと
のうち天草が5砂.9(lo, : 〔且類が17.9%を占めてし、たものが， 1962年
には大草か17.3位，凡いか6-1.1%と逆転し，以後現在までその傾向が紐＼，、てし、る（第 8衣）．イカの-
本釣， カシ字0文枠， カツオの曳訓なとは＞，、五伏1'.1りば将』業装(I/りをそ t~t え応専業!'.!位魚家によって行われ
るものてあり，このようばり『』家の兄迂はこれまで半｝］図 を持ち，
して＼心lしいの状嗅が変化したことをぷしてし、る． さらこ1961年の仕豆急の叫辿を契横とした
にーぢげる爪激仄観）！し地化：こよって，条1間にも1965年叫から』C1Uか恥'i加した. L心叶直蚤慇漁家は，労働力
O)]ご喜{、r,;1菜 i予屈小するよう：こ心っ応． したかって
ゅ互ねら且る Jうこなった．次（こ雀i!店の祝在の；f且業の状態：、＇とみてみよう．
? ? ）
手に
V-LJ. 臭状
a) 漁業経営体（漁家）
七ン’→)ーヌ、
てあづ左から， 3'.Z,7% 0) 1し畠か門らかの］［ク
七ン._ナスによると，
うち;)i又：こtl8舒忙；(木て12位を占め，
のが44%, そのうちわけ～、とみると
よると， 須il均（こl:t140 0) 
って＼、ここと，こばる
かあっ亡．
さら｛こ1973年ム」1月
153て）すべて(I直1人賢臼てあった:in_ その
て88笠を占めた．後苫のうち準瓜を．主とするも
，?? ?? ?，?
428 
てあっf二が孔
?、?? て(;t, くみら』した（第 91<:-A).
n:u 亡/'アス iこより 1「 i占筐］別；f叫爪就〗口りをみると（第 91I-B), i角業就菜内の 1・.':ji忙］化の傾向かわかる．
刃子て:,lAO/以伐，つ＼、で60以仄が多く， 40歳以―ーしの者か全休:J)69%を占める. 20成代の就叉者は14.6
％と少ばし、．女子の場合ては40歳代） 30歳仇の就業者はそ九ぞれ39.5%, 29. 8%と多＼，ヽ．男子よりも
女子り）
b) 漁場
呪在の釘1:,1の地先は，ードI
? ー ? '.ZO凸応イしと砂（）元£1t1訂斗← て少なし‘•
；こ［土 ~(till闘；-(1, L(h ¥ 3虫占
出し力： 100~1, 600mてある（第 2図-B). 隣拉ずる打l且崎や外泊
に合まれるが，
の沿岸0)大部分を占めて宕り，沖
と比位すると）その面積は広
く， しかも ぷン～ c_' の他の
まれてし＼る．カジ字やカッ三イカ厄どの場合
ナザニやアワビなどの イ土ニビなどの
となる．
c) 漁船
1975年 7月 1fl以礼で，；；;fli/むこは 214隻 0)孔舶があり）給トン数は371.9 tにおよぶ． そのうち lt
117皇で55りい 1 t以上 2t未蘭りか52隻て24%を占める（第10:1り:rn). 1962 :i に項から
の動力化が急山に直み）現在は1罰砂プ））船はなく泣った．船の材質も木似からプラスチ、ノク製に変
わりつつあり， 1975年にはプラスチック翡合は14りしを占めた．
1 t 未蘭りある＼~、（文 1~2 t級の船は，詞認や貝いの採取詞よびイ七ニビ刺網i魚菜に）］］し、られる. 3 t 
附伊翌におけるi依業の変造 (ifl林 ..I州）： ・)、ケ的） 147 
第 9表 R、ITlil1浜1i膚池！：くの；伍菜紆れ1本と哀賃叉就業吝(1973,『)
A) ;、伍菜経‘慇休
抒 'ヽ,"', 区 分 数 (%) 
,.',j. ・ 茅~ 18 (12) 
〒一.-・―-・ —·- —-- ー ・―. ---- -
!it 文． ]15 (88) 
部悶、：/1; こl 62 
I"r< ・ ,j吋., ● 25 
!'I j h'. k内, 27 
況逆陥、：俗 5 
その他 12 
1;z (;, 叉タト •);f;li\)J 17 
h、（ 
れ ；債菜外1:;i,!均・日I:「し｀ヽ 8 
'({; 菜力：従 7:l i I悶菜 22 1・ 民， 29 'i; ; 位陥案孔内'1 11 
その他 19 
lie'(;r, 業"'われ 1 ). っ Ji:, 業外filわれ
，｝］砂 :39 
、1し. I隣，i!I'」・ ・日f;'し‘ ]h 
? ?•• 
,~ 
•
• 
??
? •\' ， ＇紅 約 数 15:l 000) 
!)) :,'1文 ＇じi',;
lij 了.'I・ 図；
?? ???
?
?
ー
??
??
〜
〜?
?
??
??
ー
??
???
? ,:I 
人 ‘方( CiC n 女子年 . i"•、,I". 人女'"''I ('i 、0
-・ 一・・・- . —呵··- -・ ・・・・--← . . .• ・-―・・- ・ ―. ・-- ----・- -
4 '~)" う 15 ~ 19歳 ゜ 0 0 2h 14 I> 20 ~ 29 2 1 9 
2,1 14 1 30 ~ 39 :ll 29 S 
52 30 S 10 ~ 19 41 39 5 
3] 18 1 50 ,_ 59 18 17 3 
35 20 4 (i() ~ 12 11. 5 
171 LOO 0 合 百ti 104 JOO 0 
資料第5次泊菜センサス，
第10哀 組1!府の，孔舶 (1975年7月 1日現在）
' 1 トン 'lt以 j・_' ' ' I I I . . I 
木，］篇 ，2t未，]i) ― ,'>~:3 I 3~4: 4~5 I 5~6 I 6~7 [ 7~8 1 9~10 110~1220~ ; {t ,:I― I . , 
• •. -・・ 一 .•• -- • - --一し ―--・ ― . —--- .、――. ・---:-- -------
木 迅舶 109 44 8 , 7' 10 0 1 : 2 . 2 • 2 : 0 1 185 
フラ スチ ／ク ／；jり 8 8 8 l 2 0 0 : 0 . 0 [ 2 i O ! 29 
. --・ ―. ..、 ~ ~ • 一・ . . 
合 g1・117: 52 lli , 8 12 ; 0 : 1 2 2 I 4 i O ! 214 
(%) (54 7) (24 3) (7. 5): (3. 7) (5 l;J°(0) (0 5) (0 9): (0. 9) !_ (L 9)'. (0) 1 (100 0) 
資料 下田市免菜協同祖合蜘，船台叫、9
以上のものは，曳糾憎I，一菜や一本釣，欠叫角菜に用し、られる， 3 t以上のr,(f鳴iは，無線，魚群探知恨，
隠烙閤；＇と装仙してし、るものか多し、，
tl) 漁業施設
須崎と1闊辺の爪業施設は，第 6図：＇こ示すとおり である．水楊場は1950'.行に翡られたも 0)'であ り， こ
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e) 主要漁業
biナる以在の
>\ ,(カ
『突棒漁業 ,'だ
。い、
カンキ類な刈匁にした
.t、カジキ
と了菫ルであ召． こリ）
)l. て＼ヽ，fこ．孔[il;,f0) 
さ
とプリ・カツオを
??ー ?? ?? ）
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ー
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? ?
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ヵ；こり） (_(_(、＼〗:~と始めにo)i, t, F)55~1喜{力＼ら
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心らのてある．
刈依とし） l ~ 4 YJI  I ftJ' 6 ~ 9 FJ1介）：こ1戸っ且る．
, ild和DJJUJ からい川の /.i.1.l心：こよって，—ー「 11!な）因坦：こして
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） ＇ す
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?
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) -_, - ,)-, ぃ-JL つ I ヽ—
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て直撃富と兄びつげらhてし、る．欠枠かカン字（こ命1:j1すると， 200V 
0) 
家0)1羹継者がこれを 9いってし、る島介が多
＼ヽ， -,/- , -；りつ L.
tLとしてカソオとフリと対象とする．直期：，；、カツオの場介 4月から 8月r:j―I
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力しこ J)1 j 1から翡!)、刊！ひる」：ぅ：こ八ってし、る. f(, -,.,'げる場介には，がと了てたぐりよせ
j:,J1、・'J-:).・(.lー、 でコ‘ノヽ了、 とよ (j:ヽ;l1る． ｝翡deカヽら翡且，乞!Li以此らしたり， 応し＼ナオなJT0・ てヽ似Jサオ 0)
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に袂めら仇，次の日からm:日交朕ずることしこ紅って
＼，ヽるい） • 1つの i―くじ場」では，約15隻の刺網漁附
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記であると号之う礼る．
38) 1975年 9)Jの下1!.1i戸刈協須1;勺文1所ての間誉収り：こ
ると，船のぢ芦よそり伯設は0.5 t扱 150~200万
1), 1 t緑500))'/1J, 3 t級800)]l1J, 5 t級1,000~ 
1,500万l'J, 17 t級：3,000万ドJてある
39)、〔且(;::、ノヽッ：ドースラーロー Iレり）眉'j(ここ而水とシャヘル 2
杯肛炭の、〉｝〈とともに入仇、~0.h る． どうに力］、テープ
でlJがさ且， マシ y クインクて Iい味が表示さ九る．
↑ことえばカツオの場介， 1行'j15~16本， 19 kg入り
である. 1974年まで出的に（い木の樽が）］］し、ヽられて
し、たが，現在でい｝：経費詞汀咸の応味からすべてハ、ノ
ースチロール｛こなっ亡．
40) i'. □令/1:泌州の水の（史｝］［いを， 冷蔵）Iドの前の隠
板（こ晶入することになっている． 燃料・クンクは5t 
の容鼠をrb噂), PJに10日恰礼1される
い）船の大きさにより 2人JTと1人川の足場かある．
42)文棒且且瓜：こ［月してば次のような巾し
る． カジキに刈して最:Mにモリ字を
刊船とよひ》椅刊船の周凹 200rn. 以I;、J¥t、，原則とし
て他(})船：l:、l丘よらな＼ヽ．権刊船となっ
役げ乙モリが::『れた場合でも，それか記位置にお
か仇る主でカジキ｛ヤ，、杯［月船に1外）属ずる
43)食i崎てー ：｝ー 、現在，ナイ lコン製0)二杖網と呼ばれるも
の力；（史川さ汀てし、る． これ，I:t巾火に 8cm (2寸7
分）『虞0)細かし、uの網を）甘し、， その1,j{Jl)に 18cm
(6、J-)f信度の荒し、［］の網を元且み合せて 1つの網を
づくるものである．士贔訊こ'.J:、i皐きを約50cmおきに
つげ， ード闘訊こは約18cm認きに出:iり）ナモリをつけ
る．」:嬬 I•こ浮ぎを使わず，太ぷ）のロープを用し、る場
合もある
44) イ心ニヒ刊綱［釦瓜の位）il網数：いヤ！別と IHJ-一家抜
か否かによって追し、がある．キことえIi)、：婦：t、4ハイ，
同一家尻こ属する 2人の男ヤじ;L5ハイ，只なった家
朕に．属する男性 2人が瓜り組む場合は 6ハイ，男性
が 3人以上棗り組臼と 7ハイとしヽう且合である．
45) 1975年の口あげIlにおげる化沿の 4地区と「くじ
場」の間恥に越加が『！島，四条が、リ、［島，下条が仲
n, 1」ヽ白訊力り屹折てあった．
46) <じ：む紙片に 1番から15溶主での番りを打ったも
ので， 前日の 1番をり 1し、た者が次の日のくじを作
り，蚊後にくじをりI<. 1疋って同じ人が近日 1番を
1J / < i,rt尉生かある．
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Changes in the Fishing Industry in Coastal Villages of the Southern 
Izu Peninsula, Japan 
Al~ira Tabayashi, Kcnichi Ueno ancl Noritaka Yagasaki 
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Fishing is one of the most irn1)ortant econornic activities of the coastal villages in southern Izu 
Peninsula (southeastern coast of Honshu). Tlie fishing industry has experienced a great change in 
this area. Urbanization and growth of tourism after World War IT, especially since the 1950's, have 
ncccleratccl this process of chan;..;e. The purpose of this paper is to show the arig・inal features of the 
Jzu fishing industry and its role in the economy of the coastal villages before the impact of urbaniza-
tion ancl tourism, and to clesc1・ibc a叫 analyzethe changes that occurocl usually in harmonious re-
Jation with other sectors of the village economy. Historical clata of the fishing haul, methods of 
fishing, fisl1ing grounds, fishing rights, fishing organizations, and且shinglabor since the Meiji peri-
ocl (1868-1912) are examined. Fishermen's households are analyzed to see the influence that fishing 
plays within them and its relationship with other economic activities. Characteristics of the occu-
pat.ional stn1cture of such households are analyzed. 
r ntho mic1-M oiji Period, offshore pole-and-line fish in習andvarious kinds of net fishing were the 
major methods employed in southern Izu. Agriculture, however, was the major source of household 
income in this period and fishing was only a supplemenしaryactivity. During the Taisho Period 
()912-1926), offshore fishin臼declinedand agar-agar collecting was the major raoney earn2r. In one 
type of a~ar-aga t· 只athoring,the village or fishermen's cooperative association handled al production 
ncl marketing nctivitics. The other type, called u.rauri, was based on the cooperative temporally 
giving n dNtlcr''応 hingri廷hts"to handle all activities on behalf of the village. Agar-agar production 
hncl n strong comrnuna] basis with the limited natural resources of inshore fishing grounds being 
叫uallydistributed amongst households. The met10ds of agar-agar fishing and the allotment of 
profit wc.•rc closely r四 ulated. ln net fishing coc―,poration between fishermen is a necessity, while in 
the v il l a に~c communal work is characteristic, and both of these factors tend to create similarities in 
household structure. Each family engaged in both agricultm・e and fishing. 
V山ththe growth ofしourismand rapid urbanization, fishing based on village cooperation and 
communal work chan廷elincreasingly to one of independent initiative. Consequently, harpoon 
fishing and pole-and-line fishing developed ancl diving apparatus for agar-agar gathering was intro-
duccl. ln the process of change, the industry saw a diversification of household types. Somo house-
holds intensified fishing activities by increased specialization, while others abandoned fishing to 
other occupations. Suzaki, one of the coastal villages in soutbern Izu, is typical of this transfoじ
mat1on. 
Using Suzaki as an example, the present types of fishing methods and the structrue of fishermen's 
households are explained. Eighty-nine fishermen・s households vvere chosen from the Directory of 
Suzaki Shipowners Association ancl interviewed. Fishermen's households can be classified under 
three types (Fig. 8). Type A comprise households specialized only i1 fishing. Tvvo sub-types, 
ふland A-2 were further identified. Type A-1 reflect households whose main activity is harpoon 
fishing. and A-2 comprise pole-and-line and agar-agar fishing・households. Fourteen households were 
idenしifiedunder the A-1 type, and :1;3 households under the A-2 type. A harpoon fishing household 
consists of an elder couple and their young sons in the 20's and 30's who comprise the main strength of 
the fishi1泣 laborforce. The elder couple i~engaged in diving for agar-agar and ploe-and-line fishing 
using a small fisbing boat less than one ton. Yorn霞 menwho are successors of the household are 
engaged in harpoon fishing that requires four to且veton fishing boats. The gross family income from 
fishing amounts to seven to ten rnimon yen annually. Type A-2 households bave relatively young 
couples in the 30's or 40's and they operate an "extended line (Hihinawa)" and pole-and-line fishing 
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usmg two to three ton fishing・boats. In addition, they engage in diving for agar-agar and g-il-net 
lobster fishing. The total gross family income from fishing amounts to three to four million yen a year. 
Type B fishermen's households consist of elder couples in the 40's or 50's together with their children. 
1¥:venty-five households fall into this type. These couples use a fishing boat of less than one ton and 
engage in diving for agar-agar and gm-net fishing. Their gross family income is two to tbree million 
yen. Their children are not fishermen but most commonly either public officials or o刊iceworkers. 
In type C households only elder people are occupied with fishing (giJl-net and pole-and-line fishing). 
For such people fishing is not an economic necessity. It produces about 200.000 to 300,000 yen an-
nually per family. The household economy is usually supported by the son and his wife who are 
engaged in non-fishing occupations. This type has J 7 households. This typology includes only 
households that own fishing boats. Those without boats are not included in this study. But there 
are households that work in the fishing business vvho do not own boats. Some 50 to 60 housel1olds 
are estimated to be in this category. These comprise households whe1・e either wives are working 
for agar-agar gathering as ta.ru-a.ma, or elderly people who go along on another person's fishing 
vessel to do fishing 
Age structure of each household a刊ectsthe typology. A-2 type households will be classified 
under A-1 type as chilchen become older and get involved witb fishing. If cl1ilclren become engaged 
in ot11er occupations, the household will be classi什elunder type B. Type B households will be 
classified as type C if a couple becomes old and less involved with fishing. 
Type A, i. e. fisl1ing specialists, is growing in every coastal village in the study area, srnce 
fisl1ing provides a profitable business if well equiped with modern technology. On the other hand, the 
expansion of job opportunities in othe1・sectors of the economy has led to a loss of interest in fishing 
by marginal fishermen. Differentiation of fishermen's households, as shown by the Suzaki example, 
is an ongoing process that is taking place in every coastal village of the southern Isu Peninsula, 
Japan. 
